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保護者・地域参加型授業「よのなか科」へのご協力のお願い

 
 
 日頃より，本校の教育研究活動へのご理解とご支援をいただきまして，心より感謝申し上

げます。 
 さてこのたび，第２学年ではキャリア教育（勤労観や職業観を養う教育）の一環として，

地域参加型授業「よのなか科」の公開授業を行います。 
 ご多忙なこととは存じますが，ぜひご参加くださるようお願い申し上げます。 
 
第７回公開授業  ［日時］３月１２日（月）１４：１５～１５：２０ 
         ［場所］体育館で全体授業 
◎テーマ［食育③：どちらを選ぶ？肉と魚 ～たんぱく質について考える～］ 
 「速く走りたい」「ボールを遠くにとばしたい」「そのために筋肉をつけたい」多く 
の中学生が一度はこのようなことを考えます。 
 筋肉はたんぱく質と関係が深いのですが，それでは肉と魚ではどちらが筋肉になりや 
すいのでしょうか。視覚的に筋肉に似ている肉か，それとも一般的に体によいといわれ 
ている魚か。どちらでしょうか。今回はこのようなことも話題にしながら，食品中のた 
んぱく質について考える授業を行います。 
ゲスト：横浜市青葉福祉保健センター 管理栄養士 小西智子様 
 
第８回公開授業  ［日時］３月１９日（月）１３：０５～１４：０５ 
         ［場所］２年１組～７組の３階各教室でクラス単位の授業 
◎テーマ［昔話に隠された知恵 ～人生は危険がいっぱい！あなたは大丈夫？～］ 
 人生にはすぐそばに恐ろしい誘惑が潜んでいます。どうすれば自分を守ることができ 
るのでしょうか。人から人へ口語りで伝えられてきた昔話には，人生を生き抜くための 
知恵が込められています。そこで今回は，「三匹の子豚」「猫とねずみのともぐらし」 
という昔話を語りで聞いた後に討論を行い，「自分を大事にすること」「自ら考える力」 
「行動をおこす意欲」「賢く生き抜く力」等について考えを深める授業を行います。 
ゲスト：「おはなしのゆりかご」代表 小阪眞理子様 他６名

 
＊授業開始１０分前を目安に受付を開始する予定です。上履きは各自でご用意ください。 

また，お車での来校はご遠慮ください。 
＊「よのなか科」授業の概要につきましは裏面をお読みください。 
＊ご不明な点がございましたら，北村までお問い合わせください。 
 横浜市立奈良中学校（℡：０４５ ９６２ ２７５３） 
 



今月のよのなか科 
第５回公開授業  ２月１４日（水）１３：２０～１４：５０ 体育館で全体の授業 
◎テーマ［食育②：エネルギーが不足するとどうなるの？］ 
 成長期の子どもの摂取エネルギーが不足していると，いろいろな弊害が出てきます。 
そこで，朝食の必要性とからめて，エネルギー摂取について考えていきます。さらに， 
食行為にともなう「噛む」ことと「脳」の意外な関係について考える授業を行います。 
ゲスト：横浜市青葉福祉保健センター 管理栄養士 小西智子様 
 
第６回公開授業  ２月２８日（水）１０：５５～１１：４５ 図書室で５組の授業 
                 １１：５５～１２：４５ 図書室で２組の授業 
                                     １３：３０～１４：２０  図書室で４組の授業 
         ３月 １日（木）１０：５５～１１：４５  図書室で３組の授業 
                 １１：５５～１２：４５  図書室で６組の授業 
         ３月 ２日（金）１０：５５～１１：４５  図書室で１組の授業 
                 １１：５５～１２：４５  図書室で７組の授業 
◎テーマ［めざせ国際人！］ 
 国際交流が進み，国際人としての日本人の養成が急務であるといわれています。一方 
で異質を排除し，異文化不感症とも呼べる若者が増えてきているのも現実です。 
 そこで今回は，日本企業の海外法人社長や外資系企業のトップとして，長年国際ビジ 
ネスに携わってきたゲストをお招きし，国際社会で通用する人間になるための基本的心 
構えを考える授業を行います。 
ゲスト：T－GALメンバー，元ジャガージャパン社長 福田晴好様 

 
【よのなか科の説明】・・・詳しくはwww.yononaka-net.comを御覧ください 
▼よのなか科とは？ 
 東京都杉並区立和田中学校校長の藤原和博氏が提唱している「学校で教えられる知識と実

際の世の中との架け橋になる授業」のことです。教科書を使った受身の授業とは異なり，自

分の身近な視点から世界の仕組み，世の中の仕組みなど，大人でも簡単に答えを出せな 
いテーマを扱います。 
 奈良中では特に，中学生が地域の大人の方々と「よのなか」でおこっていることをテーマ

に議論し，大人の様々な意見に触れることにより，「豊かな世界観」や「柔らかな人生観」

を養うことを最大のねらいとしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【これまでのよのなか科】 
第１回公開授業 平成１８年１１月１０日（金） 
◎テーマ：［代理出産の是非を考える］ 
第２回公開授業 平成１８年１１月１７日（金） 
◎テーマ［ペットの命と人間の責任］ 
第３回公開授業 平成１８年１１月２８日（火） 
◎テーマ［人間の体を技術的にいじくることはどこまで許されるか］ 
第４回公開授業 平成１９年１月１７日（水） 
◎テーマ［食育①：頭で食べる習慣を身につける］ 

 
【これからのよのなか科】 
 月に１～２回のペースを目標に授業を展開していきます。今後は保護者や地域の方の意見

を取り入れ，中学生といっしょに話し合ってみたいテーマ設定や，地域で活躍されている方

をゲストにお迎えする予定です。第４回から始まった「食育シリーズ」も保護者や地域の意

見を反映したものです。このため，よのなか科の授業を支えるための地域ボランティアを募

集したいと考えております。詳しくは，よのなか科の授業終了後にお伝えしますので，その

場にお残りください。 
 
 


